
学校評価アンケート（保護者用）のご意見に対する回答 

 

鳥取工業高等学校 

 

 

保護者の皆様へ 

学校評価保護者アンケートにご回答いただきありがとうございます。今後の本校教育に活用させ

ていただきます。 

なお、保護者の皆様からいただきましたご意見について、下記のとおり回答いたします。 

今後とも本校の教育活動にご理解とご協力をいただきますようよろしくお願いします。 

 

 

１ さらに安心して子供を預ける事のできる教育体制を作ってください。 

   日頃から本校の学校教育に対してご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。本校では、

「学力の向上」「豊かな人間性の育成」「キャリア教育の充実と進路実現」を重点目標に掲げ、生徒・教職

員ともに日々の学校教育活動に取り組んでおります。そのなかで、お子様が安心・安全に授業や部活

動、学校行事等に取り組めるよう学習・生活環境の整備等に努めております。また、定期的にいじめに

関するアンケート調査を行い、問題の早期発見・早期対応に努めております。今後も何かお気づきの

点がございましたらお知らせいただき、本校の教育改善につなげていければと考えておりますのでよ

ろしくお願いします。 

 

 

２ 鳥工の良さ、魅力が十分に世の中に伝わっておらず、理解されていない部分が多いと思いま

す。もう少し積極的に、多方面に対して色々な情報を発信していったら良いと思います。 

   本校は、長年にわたり工業高校として、地域に開かれ、地域に育んでいただきながら、専門教育を

はじめとする様々な教育活動を通して、地域を支える人財（材）及び技術者の育成を目指し日々取り組

んでおります。近隣の小中学校や地域住民の方々をはじめ多くの皆様に本校の特色や魅力を伝える

ため、学校ホームページや報道機関等を活用して広報活動を推進しております。また、今夏市内で開

催した「ふるさと手作りまつり」や学校祭での「鳥工ＴＥＣ（ものづくり体験）」、各中学校での出前授業

等、直接小中学生や地域の方々に工業の魅力や特長を伝える場も持たせていただいております。現

時点では十分な広報活動には至っていないかもしれませんが、今後も引き続き取り組んで参りますの

でご支援をよろしくお願いします。 

 

 

３ 緊急連絡メールが今年は遅いと思います。昨年までは６時半ごろにはメールがありました。

７時では既に家を出発しているため、困ることが多いです。 

   荒天時や災害時等における緊急時の対応につきましては、学校ホームページやまちこみメール等

で可能な限り早急のご連絡・お知らせを心掛けてはおりますが、ご指摘いただいた通り対応が遅くなっ

てしまった部分もあり大変ご迷惑をおかけしました。今後は、早期にご連絡・お知らせできるように努め

て参りますのでよろしくお願いします。なお、本校における荒天時の対応については、２０１８年１０月１

８日に改訂し、全校生徒へ配布するとともに学校ホームページにも掲載しておりますのでご確認くださ

い。 



 

４ 重点目標の学力向上において、部活に時間が割かれ、特にテスト期間などや冬の部活の時間

などの見直しをお願いします。 

   日頃から、部活動へのご理解とご協力をいただきありがとうございます。本校の教育重点目標の「学

力の向上」を推進するため、授業や補習、校外模試など年間を通して系統的・計画的に取り組んでおり

ますが、本校では部活動の振興にも力を入れております。部活動によっては、大会等の日程に合わせ

て考査期間中や長期休業中などにも部活動時間を設ける場合があります。その点に関しましてはご迷

惑やご心配をお掛けしております。 

このたび、県教委から「部活動の在り方に関する方針」が策定され、来年度４月から運用開始となりま

す。この方針には、部活動の適切な運営における体制整備や適切な休養日等の設定等が盛り込まれ

ており、原則週１日以上の休養日を設け、活動時間も１日３時間程度というような具体的な内容が示され

ています。本校でもこの方針に沿って策定・運用する予定です。これまでの部活動の在り方を見直すよ

い機会と捉え取り組んで参りますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

５ 天候に係わりある行事に対して、週間天気予報等をみて早めの対応をお願いします。 

   今年度は全国的に台風や豪雨災害等が頻発し、荒天時の対応・判断を求められる場面が多くあり、

保護者の皆様にもご心配やご迷惑をお掛けしたことと思います。特に、体育祭や遠足、強歩大会など

天候に左右される行事につきましては当日朝の判断を余儀なくされた部分もあり、準備や登校等に影

響が出たことと推察いたします。学校でも早い段階で決定できるよう週間天気予報等を参考にしており

ましたが、日々予報が変わること、予報を提供している組織によって予報が異なること等あり判断に苦

慮いたしました。今後も週間予報やＪＲ運行状況等を参考にして迅速に判断・対応ができるよう努めて参

りますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

  

 

６ 部活動の大会と各種資格試験の日程が重なることが、何とかならないものでしょうか。 

年間を通して計画的に学校行事を実施していくなかで、各部活動の大会日程と各資格試験日とが重

なることがあります。大会日程、試験日程の多くは主催団体で決定されますので、どちらを優先するか

判断が難しい場合は、担当の職員とご相談いただき最終判断をお願いします。今後も各種学校行事、

資格検定試験等のご案内・ご説明を丁寧にさせていただきますので引き続きよろしくお願いします。 

 

 

７ 我が子は充実した学校生活を送っており、鳥工へ進学させてよかったと本当に感謝し、あり

がたく思っています。また、担任のおかげで、我が子は良い方向へ変わりました。これからも

よろしくお願い致します。 

本校の教育活動に対しご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。保護者の皆様から信頼

を寄せていただけることで、お子様との信頼関係がより一層強固なものになるのではないかと思いま

す。特に、お子様に取って担任は最も近しい存在として学校生活の中で重要な役割を果たしておりま

す。今後も良好な関係性を保ちながら、お子様の充実した学校生活になるよう努力して参りますので引

き続きよろしくお願いします。 

 

 



 

８ 中学校とは違い、先生（担任）との関わりが親としても薄いように感じています（保護者と

の関わりの薄さ）。本人もあまり授業や友達、先生の話もしませんので、学校全体・クラス全

体がどうなっているのかもよく分かりません。高校生になったら、ある程度は自己責任だとも

思っております。子供は先生方の事を良いようには言いません。子供一人一人と先生方とのコ

ミュニケーションはきちんとできているのでしょうか。時々そう思う事があります。 

   思春期以降のお子様のあるご家庭で共通するお悩みかと推察いたします。成長過程において、お

子様が自我（アイデンティティ）を確立し、自立に向けて主体性や社会性を身に付けていくなかで、中

学生までとは異なり学校や家庭生活等において素直に自分の心を表現できない場面も出てくるのでは

ないかと思います。本校の生徒は比較的落ち着いた学校生活を送ってはいますが、学習や部活動、

進路、交友関係等で心配や悩みを抱えている生徒も少なくありません。そのようなお子様の心の内を

できる限り引き出せるよう、普段から面接や授業、特別活動、部活動等を通してお子様一人ひとりと直

接コミュニケーションが取れるよう配慮しております。そのなかで気づいたことや気になることがありまし

たら、その都度ご家庭に連絡し学校全体でよい方向に向かうよう取り組んでおります。まだまだ不十分

な点はあるかとは思いますが、今後もご家庭と連携を図りながら取組んで参りますので、何かお気づき

の点がありましたらいつでも学校にご連絡いただきますようよろしくお願いします。 

 

 

９ 様々なお子さんがおられ、対応に苦慮されておられるように思いますが、この現状は近年見

られる傾向だと思います。対策をした、対応・設置をしたという結果だけではなく、子ども達

が自信を持って次のステップへと進むことができる、内容のある対応、職員力が求められてい

ると思います。職員の皆様は大変お忙しいこととは承知しておりますが、子ども達には大切な

３年間という時間しかありません。何卒、お力添えをよろしくお願いいたします。 

   高校生になると中学校までとは違い、新しい出会いや体験をとおして交友関係が広がり、精神的に

大きく成長していく時期と思います。実際、本校の生徒も３年間で心身ともに成長し社会へ巣立って行

きます。その過程に於いて、学習や部活動、進路、交友関係等でつまずき、悩みを抱えてしまう場合も

あります。そうした際には、早い段階でご家庭に連絡し保護者と一緒にお子様への支援をさせていた

だければと考えております。お子様一人ひとりにとって最善な対応ができるように、引き続きご家庭と連

携を取りながらお子様の課題や問題の解決に向け努めて参りますので今後もよろしくお願いします。

何かお気づきの点がありましたらいつでも学校にご連絡いただければ幸いです。 

 

 

10 学習も部活動も高校生らしく取り組んでいる生徒とそうでない生徒の差が少しあるように思

います。 

   文部科学省やマスメディアで報道されているように、現在、全国的に学習意欲や学力の２極化が課

題としてあります。また、経済成長が低迷してから多様な価値観が認められるようになり、入学から卒業

までクラス替えのない本校においては、多様な価値観の生徒が一クラスの中に混在しています。このよ

うな状況の中で、学習面においては一部の科目で習熟度別授業を実施しており、精神面においては

ホームルーム活動や学校行事をとおして前向きに取り組むよう指導しているところです。ご家庭におか

れましても保護者の皆様のお考えを子どもたちにお話ししていただき、日々意欲的に過ごせるようご指

導のほどよろしくお願いします。 

 



11 授業を参観した際、３分の１ほどの生徒が寝ていました。それでも淡々と授業は進められて

いくのに驚きました。他クラスのことはわかりませんが、そのような様子をみて、学力向上は

期待できないと感じました。 

   本校の教育重点目標に掲げる学力向上を推進していくためには日々の授業が重要となりますが、ご

指摘いただいたように授業中に居眠りをする生徒もいます。特に、座学の授業において受動的な授業

展開では途中から集中力が途切れてしまうことがあるようです。そのような本校の授業実態をふまえて、

本校ではアクティブ・ラーニングによる主体的で対話的な深い学びの実践に向けての授業研究会・研

修会に取り組み、職員の授業スキルアップの研鑽に努めております。少しずつではありますが、生徒が

意欲をもって主体的に授業に取り組めるような授業が増えております。機会がありましたら、授業公開

日等で授業参観いただき、ご感想やご意見等をお聞かせいただければと思います。 

 

 

12 積極的な情報提供に関して、特に事務関連の連絡が他校に比べて少ない気がします。手続き

の完了を知らせて頂けると不安もなくなりますのでよろしくお願いします。 

保護者の皆様への情報提供については、これまでも随時お知らせしてきましたが、今後はより積極

的にお伝えできるよう心掛けてまいります。 

また、「事務関連の連絡」及び「手続きの完了通知」につきまして、具体的な内容を教えていただけま

したら幸いです。 

 

 

13 家で勉強しているところを数える程度しか見たことのない割には、クラス順位が悪くありませ

ん。評価が甘いように感じますので、宿題など出して、家庭学習の機会を与えていただき、厳し

めに評価をつけてもっと勉強するように指導してください。 

評価は各教科・科目の目標への到達度を、考査や出席状況、授業態度などにより総合的に判断

して行なっております。例年に比べ、今年は家庭学習時間が全体的に伸びており、なかでも資格

取得に向けた学習に取り組む生徒が増えているとの分析がありました。また、工業学科では毎週

のように実習レポートの提出を求められており、適した難易度の課題を継続して提供し、生徒を

家庭学習に向かわせる教科・科目もあります。これらの課題に丁寧に取り組む様子を、ご家庭で

も見守っていただきたくお願い致します。 

 

 

14 授業でプリント学習や中学校の復習が多いように思います。もっと高校らしい知識・経験を教

えてください。 

専門力を高めていくために、まずは基礎・基本の理解と定着が重要と考えております。工業学

科の要となる数学を中心に、放課後補習のみならず、ときには授業においてもプリント等を使用

しながら、基礎力向上に向けた取り組みを進めています。また、生徒の学習活動が効率的に進む

よう、担当者が自作のプリント教材を準備し、工夫している授業もあります。専門知識について

は各科とも国家資格の取得や検定試験の受験を勧めておりますので、放課後の受験対策補習等に

参加し、難関資格取得を目指すなど、目標をもって日々学習に取り組んでいただきたいと考えて

おります。 

 

 



15 学校行事にはよく参加していますが、日々の様子があまり分かりません。生徒の様子や学校の

情報をもっと教えてほしい。 

学校ホームページによる情報発信の頻度は徐々に高まっておりますが、一部で情報の更新が滞

っております。学校行事や部活動の大会などの機会を活かし、情報提供のはたらきかけを一層進

めて参ります。なお、本校では例年１０月下旬に公開授業週間を設けておりますので、できまし

たらご来校いただき、生徒の様子をご覧いただきたくお願い致します。また、今年度は、第２学

年研修旅行の様子をマチコミメールで配信いたしました。マチコミメールは緊急時の連絡として

活用しておりますが、多くの保護者・生徒に登録いただいており、今後も活用方法について検討

して参ります。 

 

 

16 １年次の時点で将来の目標を定められることを希望します。 

「進路実現」は本校の重点目標にも掲げており、学年ごとにテーマを定め、年１０回の進路ＬＨＲをと

おして実現に近づくよう進路指導部を中心に指導しています。１年生では職業や学問の内容の理解が

まだまだ不十分であり、学年のテーマを「自己理解」および「職業・学問理解」と定め、将来どのような仕

事が自分に適しているのか考えさせています。進路指導部といたしましても、ハローワークや地元の企

業・大学等とも連携し、ガイダンスや講演等より良いＬＨＲや進路行事を立案していきますので、ご家庭

におかれましてもお子様と進路について話し合っていただき、学校と連携してお子様の進路実現への

ご協力いただきますようよろしくお願いします。 

 

 

17 センター試験が変わると聞いていますが、新しい実施要項を教えてください。 

文部科学省が発表した「大学入試共通テスト」の実施は2020年度（再来年度）となっております。これ

を受けて、共通テストの「実施大綱」（試験時間・期日・科目選択等）の発表を 2019 年度（来年度）初頭

に、共通テストの「実施要項」（具体的な入試の時間割・出願期間・得点調整等の方法）の発表を 2020

年度初頭に行うと大学入試センターは説明しております。そのため、具体的な変更点などの説明は来

年度以降に LHR、講演会等を通じて生徒・保護者の方にお伝えしていきたいと考えております。 

 

 

18 鳥工に入学でき、とても良かったと感じています。先生方には子どもに寄り添って頂き、子ど

もたちが目標を持って学校生活を送ることができるよう、よろしくお願いします。 

  専門高校の本校は、多くの生徒が卒業後地元の企業人として社会に出ます。そのため自分自身で

考えて行動することを促す指導を行うこともあります。とはいえ、勉強や進路のこと等悩み多き年齢でも

ありますので、本校では学期ごとに面接週間を設定して担任・副担任との面談を実施し、また就職支援

相談員やカウンセラーとの面談も行っています。ご家庭におかれましても、お気づきのこと、お悩みの

ことがございましたら遠慮なく学校へご連絡、ご相談ください。 

 

 

19 進学のことなど進路指導の相談もしっかり対応してもらって本当に感謝しています。鳥工に入

学してから成績も上がり学校生活も楽しそうです。ありがとうございました。 

  そのようにお伝えいただき嬉しく思います。今後も進学のみならず就職においても、学年およ

び科の職員が連携して進路相談を行っていきたいと思います。 



20 進路に関してさまざまな先生に関わって頂いたようで感謝しています。 

  本校では就職試験を突破するため、３年生に対して全職員で面接指導を実施しています。普段

から親しい教職員は勿論、あまり接することのない教職員とも面接を繰り返して行うことで、面

接の作法、応対、言葉で他者に伝えることを練習します。その成果もあって３年生就職希望者の

約９割が一次試験で合格しました。来年度も引き続きまして、全職員で生徒の進路実現に努力さ

せていただきます。 

 

 

21 自主性では流されやすいと思うので、もう少し部活動も含めて締めて欲しいです。このアンケ

ートを通して、自分が学校のことをあまり理解できていなかったことに反省させられました。 

  生徒が積極的に学校生活を送ることができるように、教職員一同生徒を見守りながら生徒の状

況に応じた指導をしていきたいと思います。 

 

 

22 今年度入学しました１年生保護者です。学校行事の参加のため、学校に着くやいなや、いつも

上級生の皆さんが大きな声で「こんにちはー」と、挨拶を積極的にしてくれ、とても気持ちが良

く、この学校に入学できた事を誇りに思います。これからも続けて頑張って下さい。 

  ありがとうございます。本校は「＊５Ｓ・あさひ」を学校目標に挙げています。特に挨拶につ

いては、「自ら挨拶する」ことを目標に積極的に取り組んでいます。上級生が率先して取りくみ、

学校全体で取り組める活動となるようにしていきたいと思います。 

＊「５Ｓ」 整理・整頓・清掃・清潔・躾   「あさひ」あ：挨拶 さ：作法 ひ：人の話を聴く 

 

 

23 家でも挨拶や報告など、基本がすごく出来て嬉しいです。 

学校生活や部活動の場面でも順序だてて話をすることやコミュニケーションを高めることの重

要性については指導しているところです。実社会で活躍するための基礎基本が身につくように引

き続き指導していきたいと思います。 

 

 

24 生徒の中には部活動を頑張っている人もいます。先生方にはお忙しいこととは思いますが、部

活動の専門的な指導もお願いします。 

部活動に頑張っている生徒の意欲に応えられるよう、生徒の意見を把握し職員間で共有し、部

活動指導に取り組んでいきたいと思います。また、より専門的な技術を求める部活動では外部指

導者活用制度を利用し、優れた外部指導者に指導をお願いしています。また、次年度からは国や

県の部活動の在り方に関する方針を遵守し部活動の運営を適切に行っていきます。 

 

 

25 部活動のなかで、揃いのＴシャツ等、経済的負担が大きいと感じます。 

Ｔシャツ等を揃えることで部活の所属意識や仲間意識をより深めることが期待できますが、創

意工夫して可能な限り出費を抑えられるよう努力しています。どうぞご理解くださいますようお

願いします。また、部活動に必要なおおよその金額については年度始めに生徒、保護者の皆様へ

お伝えします。 



26 テスト前の部活動について、一週間は完全休みにして頂きたいです。 

考査の一週間前から原則として部活動を禁止しています。しかし、部活動の中には、大会が近

いといった理由などでどうしても必要に迫られて短時間の練習をすることがあります。考査前に

練習をすることがありますが、学業を第一に、試験勉強に取り組めるよう計画的に部活動を行え

るよう取り組んで参りますのでご理解ください。 

 

 

27 鳥工祭のステージ発表が平日だったのでとても残念でした。 

文化祭の日程は事前に生徒へ配布してお知らせします。また、学校行事に参加できなかった保

護者の皆様へは生徒の様子をホームページに載せてお伝えします。検定試験や部活動の大会等が

あり、保護者の皆様に参加していただける学校行事を休日に実施できないこともありますのでご

理解ください。 

 

 

28 資格の日程を早く教えてください。 

毎年４月中旬に、国家資格・検定取得ガイドブックを各教室に配布して年間の試験日程や詳細

等について案内しています。 

また、鳥取工業高校のホームページでも、資格・検定の年間日程表を御覧になれます。 

更に、資格・検定の受験申込みにつきましては、各担当者より余裕をもって案内をさせて頂い

ています。 

 

 

29 資格試験等に合わせて、補習等の時間をもっと取ってください。 

試験の種類によっては各科・各教科で受験対策の補習などを行っています。さらに合格率を上

げるために、補習等の時間を増やす努力は行いたいと考えています。それ以外の資格試験等につ

きましては、各自での学習となりますが、分からないところは個別に教職員に質問しながら学習

しております。 


